
P1

型 地域区分 現状 課題 エリアの様子（写真） 方向性 景観資源

拠
点
型

センター
ビレッジ、

花 園 ビ
レッジ、

ワイスス
キー場

• 「ひらふ坂」や「道道３４３号」は無電柱化さ
れ、すっきりとした街並みを形成。

• ひらふ坂周辺は一部国定公園地域第３種
特別地域に属し、中高層のホテルが立地。

• 建築物の高さ制限により、良好な視点場と
なるひらふ第１駐車場から羊蹄山の稜線を
著しく阻害するような状況にはない。

• 道道３４３号沿いにはホテル、コンドミニアム、
店舗等の中高層の施設が多く立地。

• 花園スキー場やゴルフ場の施設が立地し、
近年、大型の宿泊施設が建設され、順次計
画的に開発が進む地区である。

■屋外広告物等の形態などの誘導

• 無電柱化区間やスキー場再開が見込まれる
ワイススキー場へのアクセス道路は、屋外広告
物等の適切な色彩・形態などの誘導が望まれ
る。

■ホテル等の1階部分の賑わい創出

• ホテルなどが集積しているエリアは、建物の１
階部分などに立ち寄りやすいような店舗等が
少なく、連続性や賑わい創出が求められる。

■自然環境を活かした開発の誘導

• 花園ビレッジ地区やワイススキー場は自然が
多く残されたエリアであり、大規模な開発で
あっても自然環境を生かした開発が求めら
れる。

スキー場周辺を中心にリゾート地
の拠点となる中高層の宿泊施設や
店舗などの集積を促し、質の高い
リゾート地を形成します。

■ルール検討のポイント

・賑わい創出の取組や仕組み

・憩いや潤い創出の取組や仕組み

・屋外広告物の在り方

・緑化空間の確保

○エリアの風景・街並

みが影響を及ぼす場所

＜視点場＞

・ひらふ第１駐車場（ｾﾝﾀー ﾋ゙

ﾚｯｼ゙ 地区）

・サンモリッツ大橋（ｾﾝﾀー ﾋ゙ ﾚｯ

ｼ゙ 地区）

＜軸＞

・国道５号（ｾﾝﾀー ﾋ゙ ﾚｯｼ゙ 地区）

○エリア内で特に大切に

したい場所

・ひらふ坂（ｾﾝﾀー ﾋ゙ ﾚｯｼ゙ 地区）

・道道343号沿道（ｾﾝﾀー ﾋ゙ ﾚｯｼ゙

地区）

・町道花園リゾート線（花

園ﾋ゙ ﾚｯｼ゙ 地区）

・町道岩尾別南３線（花園ﾋ゙

ﾚｯｼ゙ 地区）

・道道倶知安ニセコ線（ﾜｲｽｽ

ｷー 場地区）

○大事にしたい眺望

・羊蹄山

低
層
型

ペンショ
ンビレッ
ジ、

樺山沿道、

山田沿道

• ペンションビレッジ地区では、高密度の集合
住宅型コンドミニアムが増加傾向にある。
外縁には、森林が多く残されており良好な
自然環境を形成。

• 道道３４３号をサンモリッツ大橋に向かって
建物の高さと密度を抑え、ひらふ坂へ向か
う沿道には落ち着いた住宅・別荘、飲食店
等が立地。

• 樺山沿道には飲食店や宿泊施設が立地し、
建築物の仕様が統一された床面積が大き
な戸建て型コンドミニアム群なども立地。

■ゆとりや潤いある滞在環境の創出
•ペンションビレッジ地区では所狭しと密度
の高い建物の建設が集中し、緑も喪失され
るなど、質の高い滞在環境が失われつつあ
る。

■駐車場やマネジメントスペースの確保
• ペンションビレッジ地区では、建物の道路か
らの後退距離が充分に確保されていない建
築物が見受けられ、駐車場の確保や除雪し
た雪の堆積スペースができおらず、景観に影
響を及ぼしている。

スキー場周辺の賑わいを支え、ゆ
とりのある質の高いリゾート地を
形成します。

■ルール検討のポイント

・狭い区画の改善

・敷地内の駐車場や堆雪スペース確保

・緑化空間の確保

→・建物前面（道路に面して）への配

置

・既存木の優遇

・高木の優遇

○エリアの風景・街並

みが影響を及ぼす場所

＜視点場＞

・サンモリッツ大橋（山田

沿道）

○エリア内で特に大切に

したい場所

・道道343号（樺山沿道、山

田沿道）

○大事にしたい眺望

・羊蹄山

・ニセコ連峰



P2

型 地域区分 現状 課題 エリアの様子（写真） 方向性 景観資源

保
全
維
持
型

ノースヒルズ、

羊蹄の里、

リゾートゲー
トウェイ地区、

カントリーリ
ゾート、

パビリオンズ、

山田Ⅰ奥

• ノースヒルズは、森林の中にまとまって開発され
た別荘地群であり、建蔽率が他地区に比べて
低く、最低敷地も1000㎡以上であるため、敷
地内の植栽にも配慮され、統一感が感じられ
る。

• リゾートゲートウェイ地区では、道道６３１号沿
道に農地や緑地が広がり、リゾートエリアに向
かう際、サンモリッツ大橋越しにリゾート宿泊施
設やスキー場などを望む、高揚感を誘う景観を
形成。

• パビリオンズや山田Ⅰ奥、羊蹄の里では落ち
着いた住宅・別荘等が立地。

■落着きのある滞在環境の保全
• 豊かな森林が近接した、落着きのあ
る滞在環境を守っていくことが求め
られる。

■玄関口としての景観形成の検討
• リゾートゲートウェイ地区は、市街
地からリゾートエリアへ向かう際の
玄関口となることから、自然環境を
活かしたおもてなし感じる景観形成
が求められる。

ニセコひらふ地区及びその周辺
の幹線道路沿いにおいて、リ
ゾートの受け皿としての機能を
持ち、ボリュームを抑えた落ち
着きのあるリゾート地を形成し
ます。

■ルール検討のポイント

• 現状を維持した、落ち着きがあり
自然を感じる住宅・別荘地

• 現状使い切れていない建築形態制
限（建ぺい率・容積率）の見直し

• 緑化空間の確保

○エリアの風景・街並

みが影響を及ぼす場所

・道道343号（山田Ⅰ奥）

○エリア内で特に大切に

したい場所

・道道631号（ﾘｿ゙ ﾄーｹ゙ ﾄーｳｪｲ地

区）

・尻別川

○大事にしたい眺望

・羊蹄山

・ニセコ連峰

保
全
型

山田保全地区、

樺山保全地区、

岩尾別・旭・
花園保全地区

• 市街地に近い地域は、森林と農地が多く広が
り、道道３４３号沿いは、戸建て住宅のほかに事
業所や倉庫も見られる。

• 双子山周辺では、主に農地や森林が形成され、
古くから建設された農家や低層の別荘、住宅
が点在し、近年、新たに建設された別荘や住宅
も見られるようになってきている。

• 岩尾別・旭・花園保全地区は森林が多く広が
り、硫黄川などの尻別川支流が多く流れ自然
環境に優れる。

• 道道５８号は工場や清掃センターなどが点在
するが、基本は森林に囲まれており、ところどこ
ろ羊蹄山を望むことができる。

• 花園牧場周辺一帯は、丘陵地であり美しい景
観が広がる。

• 町道岩尾別南３線は、森林を抜けると農地越し
に羊蹄山へ眺望が広がる。

• 道道５８号と町道岩尾別南３線沿線では大規
模なリゾート開発の動きがある。

• 樺山保全地区は道道３４３号沿いに農地が多
く広がっており、沿道からは農地と森林越しに
羊蹄山やニセコ山系の眺望が広がっている。

■豊かな自然環境の喪失の懸念
• 宿泊施設等の開発が拡大傾向にある中
で、森林伐採が広がっており、豊かな自
然環境の喪失が懸念される。

■耕作放棄地の開発への対応
•一部農地で耕作放棄地化が見られるた
め、今後ホテルなどの開発の動きが想定
される。

森林地域や農業地域（リゾート
地間を結ぶ幹線道路を含む）に
おいて、良好な自然環境の保全
を前提とし、リゾート開発にあ
たっては環境への負荷を抑えて
低密度な滞在環境を図ります。
宅地形成されている地域は引き
続き自然環境と調和した良好な
環境を維持します。

■ルール検討のポイント

• 森に埋もれ、建物が点在するイ
メージ（住宅団地は×）

• 現状のルールのままだと低層型の
ような街並みにもなりえる。

• 現状使い切れていない建築形態制
限（建ぺい率・容積率）の見直し

• 既存樹木の保存

• 森林法の林地開発行為を基本

• 道路への負荷を抑える

○エリアの風景・街並

みが影響を及ぼす場所

○エリア内で特に大切に

したい場所

＜軸＞

・道道343号沿道（山田保全

地区、樺山保全地区）

・町道岩尾別南3線（岩尾

別・旭・花園保全地区）

・道道倶知安ニセコ線（岩

尾別・旭・花園地区）

○大事にしたい眺望

・羊蹄山

・ニセコ連峰


